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今日から『槻っ子』！！
　わくわくどきどき！１年生になったよ
　　  （４月８日 槻川小学校開校式・入学式  関連記事P３～）
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新村議会議員の紹介
―村政に新しい改革を期待―

新村議会議員の紹介
―村政に新しい改革を期待―

　

任
期
満
了
に
伴
う
東
秩
父
村　

議
会
議
員
一
般
選
挙
が
４
月
９

日
に
告
示
さ
れ
ま
し
た
。
現
職

の
８
人
に
加
え
、
新
人
３
人
、

元
議
員
１
人
が
立
候
補
し
、
４

月
14
日
、
村
内
７
か
所
で
投
票

が
行
わ
れ
、
８
名
の
方
が
当
選

さ
れ
ま
し
た
。
（
下
記
参
照
、

敬
称
略
）

　

当
日
の
有
権
者
数
は
２ 

７
９

２
人
（
男
１ 

３
９
１
人
、
女
１

４
０
１
人
）
、
投
票
率
は
86
・

82
％
で
、
前
回
の
投
票
率
85
・

71
％
と
の
比
較
で
は
、
１
・
11

％
増
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

当
選
証
書
は
４
月
15
日
に
役

場
大
会
議
室
で
、
宇
根
一
元
選

挙
管
理
委
員
会
委
員
長
よ
り
交

付
さ
れ
、
証
書
を
受
取
ら
れ
た

新
議
員
の
方
々
は
村
民
一
人
ひ

と
り
の
期
待
を
再
認
識
さ
れ
た

よ
う
で
す
。

　

新
体
制
で
の
初
議
会
は
４
月

24
日
に
行
わ
れ
、
議
長
・
副
議

長
選
挙
お
よ
び
各
常
任
委
員
会

の
構
成
等
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
詳
し
い
議
会
の
内
容
に

つ
き
ま
し
て
は
次
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

議
員
の
皆
さ
ん
の
今
後
の
更

な
る
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

,

,

根岸　文雄（64歳）福島　重次（55歳）田中　秀雄（62歳）松澤　公一（62歳）

田中　丈司（62歳）高野　貞宜（64歳）渡邉　均（59歳）

東
秩
父
村
議
会
議
員
（
届
出
順
）

　

氏　

名

根
岸　

文
雄

福
島　

重
次

田
中　

秀
雄

松
澤　

公
一

眞
下　
　

身

田
中　

丈
司

高
野　

貞
宜

渡
邉　
　

均

党　

派

無
所
属

無
所
属

無
所
属

無
所
属

無
所
属

無
所
属

無
所
属

無
所
属

新現新現現現現現
新
・
現

元
の
別



教
職
員
等
の
紹
介

校
長
＝
大
久
根　

勇

住
所
＝
東
秩
父
村

趣
味
＝
ス
キ
ー

抱
負
＝
村
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
に
、
槻
川
小
学
校
は
、

郷
土
に
誇
り
を
も
ち
、
郷
土
の
発
展

に
貢
献
す
る
人
を
育
て
ま
す
。
夢
と

自
信
を
も
っ
て
自
立
し
た
生
き
方
が

で
き
る
人
を
育
て
ま
す
。

教
頭
＝
野
端　

初
美

住
所
＝
嵐
山
町

趣
味
＝
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

抱
負
＝
東
秩
父
で
お
世
話
に
な
っ
て

３
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
村
の
新
校

槻
川
小
学
校
の
最
初
の
年
に
か
か
わ

る
こ
と
が
で
き
、
大
変
光
栄
に
思
い

ま
す
。
「
感
動
、
喜
び
、
や
る
気
」

の
あ
る
学
校
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り

ま
す
。

　

４
月
８
日
、
東
秩
父
村
立
槻
川
小

学
校
の
開
校
式
・
入
学
式
が
足
立
村

長
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
来
賓
の
列

席
に
よ
り
、
厳
粛
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

槻
川
小
学
校
は
東
西
小
学
校
の
統

合
に
よ
り
旧
東
小
学
校
校
舎
の
も
と

に
誕
生
し
ま
し
た
。
子
ど
も
の
減
少

に
よ
り
必
要
と
さ
れ
た
統
合
は
、
東

秩
父
村
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
教
育
を
充
実
さ
せ
る
た
め

の
重
要
な
も
の
で
し
た
。

　

ピ
カ
ピ
カ
の
１
年
生
13
名
と
２
年

生
以
上
１
０
３
名
、
計
１
１
６
名
の

児
童
で
ス
タ
ー
ト
し
た
槻
川
小
学
校
、

ま
さ
に
槻
川
の
流
れ
の
よ
う
に
清
ら

か
で
、
穏
や
か
な
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
願
っ
て
い
ま
す
。　

ー 新たなスタート！！ ーー 新たなスタート！！ー

槻川小学校
　開校式・入学式
槻川小学校
　開校式・入学式

大久根　勇先生

教
諭
＝
服
部　

隆
宏

住
所
＝
坂
戸
市

趣
味
＝
い
ろ
い
ろ
つ
く
る
こ
と

抱
負
＝
東
秩
父
に
初
め
て
来
た
と
き
、

緑
の
美
し
さ
に
、
桜
の
鮮
や
か
さ
に
、

川
の
た
お
や
か
な
せ
せ
ら
ぎ
に
感
動

し
ま
し
た
。
そ
し
て
も
う
一
つ
の
宝
、

子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
、
頑
張
り
ま

す
！

 

教
諭
＝
奥　

卓
子

住
所
＝
寄
居
町

趣
味
＝
フ
ル
ー
ト

抱
負
＝
風
光
明
媚
で
人
情
に
厚
い
東

秩
父
が
大
好
き
で
す
。
新
し
い
槻
川

小
学
校
で
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も

た
ち
に
負
け
な
い
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
。

野端　初美先生

 

の
ば
た　

  

は
つ
み　

お
お
く
ね　

 

い
さ
む

服部　隆宏先生

は
っ
と
り　

た
か
ひ
ろ

奥　卓子先生

お
く　

 

た
か
こ 

教
諭
＝　

住
所
＝
小
川
町

趣
味
＝
音
楽
鑑
賞
・
乗
馬

抱
負
＝
今
年
も
村
の
子
ど
も
た
ち
と

過
ご
せ
る
こ
と
を
た
い
へ
ん
嬉
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。
新
し
い
学
校
で
、

子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
元
気
い
っ
ぱ

い
学
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　 

教
諭
＝
江
原　

豊

住
所
＝
東
秩
父
村

趣
味
＝
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
、
野
菜
作
り

抱
負
＝
西
小
に
引
き
続
き
、
東
秩
父

の
素
敵
な
子
ど
も
た
ち
と
学
校
生
活

が
送
れ
る
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。
新
校
の
ス
タ
ー
ト
に

全
力
を
注
ぎ
ま
す
。

す
ぎ
た　

 

ゆ
う

え
は
ら　

ゆ
た
か

江原　豊先生



教
諭
＝
島
田　

順
子

住
所
＝
小
川
町

趣
味
＝
観
劇
・
温
泉

抱
負
＝
四
季
が
美
し
い
東
秩
父
村
で
、

西
小
学
校
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
教

え
「
文
章
の
子
」
（
よ
く
勉
強
し
、

正
し
い
行
い
が
で
き
る
子
）
が
育
つ

よ
う
尽
力
し
ま
す
。

 

教
諭
＝
荻
久
保　

公
秋

住
所
＝
小
川
町

趣
味
＝
サ
ッ
カ
ー
観
戦

抱
負
＝
素
直
で
明
る
い
東
秩
父
の
子

ど
も
た
ち
が
大
好
き
で
す
。
新
た
に

ス
タ
ー
ト
し
た
槻
川
小
の
歴
史
を
、

こ
の
大
好
き
な
子
ど
も
た
ち
と
刻
ん

で
い
く
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
、
精
一

杯
頑
張
り
ま
す
。

島田　順子先生

し
ま
だ　
　

  

じ
ゅ
ん
こ

荻久保　公秋先生

お
ぎ
く
ぼ　
　

  

き
み
あ
き

教
諭
＝
松
宮　

隆
広

住
所
＝
小
川
町

趣
味
＝
マ
ラ
ソ
ン
・
プ
ロ
野
球
観
戦

抱
負
＝
引
き
続
き
東
秩
父
村
で
お
世

話
に
な
り
ま
す
。
村
の
豊
か
な
自
然

環
境
等
を
生
か
し
て
学
力
や
体
力
が

少
し
で
も
向
上
で
き
る
よ
う
指
導
す

る
と
と
も
に
、
槻
川
小
の
新
た
な
伝

統
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

教
諭
＝
田
中　

夕
姫

住
所
＝
小
川
町

趣
味
＝
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
る
こ

と
・
映
画
鑑
賞
・
旅
行

抱
負
＝
今
年
で
東
秩
父
村
に
お
世
話

に
な
る
の
も
３
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

気
持
ち
を
新
た
に
、
子
ど
も
た
ち
と

素
敵
な
思
い
出
を
た
く
さ
ん
作
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
つ
み
や　

  

た
か
ひ
ろ

松宮　隆広先生田中　夕姫先生

た
な
か　
　
　

ゆ　

き

教
諭
＝
三
枝　

真
裕
子

住
所
＝
小
川
町

趣
味
＝
サ
ッ
カ
ー

抱
負
＝
自
然
豊
か
な
東
秩
父
村
で
子

ど
も
た
ち
と
元
気
に
過
ご
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟

で
す
が
、
一
日
一
日
を
大
切
に
精
一

杯
頑
張
り
ま
す
。

 

養
護
教
諭
＝
福
島　

千
恵

住
所
＝
小
川
町

趣
味
＝
旅
行
・
フ
ッ
ト
サ
ル

抱
負
＝
新
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た

槻
川
小
学
校
で
お
世
話
に
な
れ
る
こ

と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
全
て
が
初

め
て
の
１
年
目
。
明
る
く
元
気
い
っ

ぱ
い
な
「
槻
っ
子
」
を
保
健
室
か
ら

見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 三枝　真裕子先生

さ
え
ぐ
さ　

 　

ま   

ゆ   

こ

ふ
く
し
ま　
　

 

ち　

え

事
務
主
幹
＝
加
藤　

由
江

住
所
＝
小
川
町

趣
味
＝
水
泳
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
読
書

抱
負
＝
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
な
る

よ
う
に
学
校
予
算
を
執
行
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

 

栄
養
主
査
＝
田
端　

伸
枝

住
所
＝
小
川
町

趣
味
＝
散
歩
・
観
劇

抱
負
＝
子
ど
も
た
ち
に
安
全
で
お
い

し
い
給
食
を
提
供
で
き
ま
す
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

住
所
＝
東
秩
父
村

趣
味
＝
園
芸

抱
負
＝
新
た
な
小
学
校
と
な
り
、
子

か
と
う　
　

よ
し
え

加藤 由江事務主幹

た
ば
た　
　

の
ぶ
え

福島 千恵養護教諭

田端 伸枝栄養主査

ど
も
た
ち
と
と
も
に
明
る
く
楽
し
い

学
校
生
活
を
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 　
校
務
員
＝
馬
場　

和
彦

住
所
＝
東
秩
父
村

趣
味
＝
渓
流
釣
り

抱
負
＝
村
の
小
学
生
全
員
と
友
達
に

な
り
ま
す
。

 

学
習
支
援
員
＝
吉
野　

博
子

住
所
＝
小
川
町

趣
味
＝
散
歩
・
野
菜
作
り

抱
負
＝
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た

ち
が
楽
し
く
充
実
し
た
学
校
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に
、
お
手
伝
い
が
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

学
習
支
援
員
＝
早
川　

千
賀
子

住
所
＝
小
川
町

こ
う
の

ば　

ば　
　

か
ず
ひ
こ

馬場　和彦校務員吉野 博子学習支援員早川 千賀子学習支援員

　野 ゆり指導補助員

よ
し
の　
　

ひ
ろ
こ

は
や
か
わ　
　

ち　

か　

こ　
　



趣
味
＝
観
劇
・
読
書

抱
負
＝
元
気
な
子
ど
も
た
ち
と
と
も

に
笑
顔
で
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
。

 

英
語
指
導
員
＝
カ
ー
ル･

ホ
ー
シ
ェ
ン

住
所
＝
小
川
町

趣
味
＝
三
味
線
・
太
極
拳

抱
負
＝
皆
さ
ん
と
楽
し
く
、
レ
ッ
ツ

・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
！！

職
員
一
同

　

よ
ろ
し
く
お
願
い

　
　
　
　
　

し
ま
す
！！

カール･ホーシェン

―
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
―

４
月
１
日
付
け
で
、
人
事
異
動
が
あ

り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

東
小
学
校

転　

出

教
頭
＝
小
峰 

洋

（
鳩
山
町
立
亀
井
小
学
校
長
へ
）

教
諭
＝
清
水
利
勝
（
再
任
用
退
職
）

教
諭
＝
山
口
有
香

（
と
き
が
わ
町
立
玉
川
小
学
校
へ
）

教
諭
＝
古
庄 
結

（
川
島
町
立
中
山
小
学
校
へ
）

西
小
学
校

転　

出

校
長
＝
峯
岸
貴
明
（
退
職
）

教
頭
＝
岡
本
哲
夫

（
吉
見
町
立
南
小
学
校
長
へ
）

教
諭
＝
石
本
兆
司
（
再
任
用
退
職
）

教
諭
＝
小
林
美
知
子

（
小
川
町
立
大
河
小
学
校
へ
）

教
諭
＝
野
坂
淳
子

（
長
瀞
町
立
第
二
小
学
校
へ
）

教
諭
＝
小
澤
善
彦

（
東
松
山
市
立
第
一
小
学
校
へ
）

教
諭
＝
古
澤 

明

（
小
川
町
立
竹
沢
小
学
校
へ
）

養
護
教
諭
＝
高
橋
浩
子

（
秩
父
市
へ
）

事
務
主
事
＝
強
瀬
友
里

教
職
員
人
事
異
動
報
告

（
東
秩
父
村
立
東
秩
父
中
学
校
へ
）

校
務
員
＝
宇
根
三
千
子
（
退
職
）

東
秩
父
中
学
校

転　

入

　 

校
長
＝
新
井　

克
彦

住
所
＝
秩
父
市

趣
味
＝
果
樹
栽
培

抱
負
＝
「
絆
の
も
と
、
あ
い
さ
つ
い

っ
ぱ
い
、
夢
い
っ
ぱ
い
の
東
秩
父
中

学
校
」
に
し
ま
す
。
ご
支
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

教
諭
＝
田
島　

直
美

住
所
＝
小
川
町

趣
味
＝
旅
行
・
映
画
鑑
賞

抱
負
＝
自
然
豊
か
な
東
秩
父
に
心
が

洗
わ
れ
る
感
覚
で
す
。
そ
の
素
敵
な

環
境
で
育
っ
た
生
徒
達
と
の
こ
れ
か

ら
の
学
校
生
活
が
と
て
も
楽
し
み
で

す
。
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

新井　克彦先生

あ
ら
い　

 

か
つ
ひ
こ

た
じ
ま　
　

な
お
み

田島　直美先生

教
諭
＝
富
口　

直
己

住
所
＝
小
川
町

趣
味
＝
写
真

抱
負
＝
明
る
く
元
気
な
生
徒
と
学
校

生
活
を
送
れ
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
あ
り
ま

す
が
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

富口　直己先生

事
務
主
事
＝
強
瀬　

友
里

住
所
＝
嵐
山
町

趣
味
＝
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

抱
負
＝
東
秩
父
中
学
校
は
平
成
23
年

度
に
勤
務
し
て
い
た
経
験
が
あ
り
ま

す
の
で
、
私
に
と
っ
て
は
慣
れ
親
し

ん
だ
場
所
で
す
。
し
か
し
、
心
機
一

転
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

転　

出

校
長
＝
野
口
博
一
（
退
職
）

教
諭
＝
小
笠
原
彰

（
川
島
町
立
川
島
中
学
校
へ
）

教
諭
＝
坪
井
隆
幸
（
再
任
用
退
職
） 強瀬 有里事務主事

と
み
ぐ
ち　

な
お
み

こ
わ
せ　
　

ゆ　

り

今年度の入園・入学
　　今年度の園児、児童・生徒数

は次のとおりです。

●城山保育園　
　　たんぽぽ　　　　　７名

　　もも　　　　　　　７名

　　チューリップ　　　５名

　　ひまわり　　　　１２名

●槻川小学校
　　入　学　　　　　１３名

　　在校生　　　　１０３名

●東秩父中学校
　　入　学　　　　　３０名

　　在校生　　　　　６３名



平成25年度　行政区長・衛生委員紹介（敬称略）

※ これから１年間、行政と村民の皆さんのかけ橋となっていただきます。よろしくお願いします。

行　政　区

宿　　　区

在 家 一 区

在 家 二 区

帯　沢　区

川　下　区

川　上　区

萩　平　区

向　堀　区

奥 沢 下 区

奥 沢 上 区

坂 本 下 区

坂 本 中 区

新　井　区

柴　　　区

栗 和 田 区

大内沢下区

大内沢中区

大内沢上区

皆 谷 下 区

皆 谷 上 区

白　石　区

行　政　区　長

高　野　　　勉

池　田　和　男

富　田　兼　司

護　守　雄　二

福　島　博　志

佐　藤　裕　一

萩　原　義　博

井　上　七　郎

江　原　由　喜

大　澤　勝　季

保　泉　　　司

野　口　博　一

塚　本　　　智

田　中　輝　明

小　林　洋　介

野　口　博　司

眞　下　春　男

落　合　政　治

関　口　真　琴

尾　石　太　一

豊　田　長　稔

区　長　代　理

栗　原　一　郎

大久根　和　男

豊　田　俊　平

鷹　野　　　明

岩　田　晴　次

栗　島　孝　好

梅　澤　邦　夫

関　根　秀　夫

清　水　基　生

江　原　秀　男

　　田　　　勇

大　澤　　　孝

新　井　澄　治

福　島　好　夫

福　島　栄　一

山　田　幸　廣

栗　原　榮　亥

恒　木　　　勇

旭　　　淑　男

礒　田　喜　功

坂　本　　　年

　　　衛　生　委　員　代　理

東秩父消防団辞令交付式

　埼玉県による空間放射線量測定が、東小学校で行われました。

☆測定結果（３月測定分） 〔単位：ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ毎時〕

　　　測 　 定 　 日
　　　   測  定  値

　　　　　　　                 （地表１ｍ）

　平成２５年 ３月１３日　　  0 . 0 5 2

　平成２５年 ３月２７日　　  0 . 0 5 3

　国の基準では、０．２３マイクロシーベルト毎時を超えた地域を汚染状
況重点調査地域として指定しています。東小学校で３月２７日に測定され
た０．０５３マイクロシーベルト毎時は、０．２３マイクロシーベルト毎時
以下であることから基準値内といえます。

品　　目

ワ ラ ビ
 （栽培）

タケノコ
（モウソウチク）

採 取 日
結果判明日
４月８日
４月11日
４月10日
４月11日

放射性セシウム
     １３４  

  ＜９.１

  ＜５.５

放射性セシウム
     １３７

  ＜９.４

  ＜５.６

放射性セシウム
　　   計

  　  ー

       ー

  放射性物質（ベクレル/キログラム）

基　準　値（一般食品）　　　　　　　１００

分析機関：財団法人　日本冷凍食品検査協会　横浜試験センター
　　　　　一般財団法人　新日本検査協会　SK横浜分析センター

衛　生　委　員

滝　本　

梅　澤　衛　一

　　野　常　好

山　崎　守　芳

福　島　敏　行

岩　田　治　夫

関　根　敏　明

江　原　教　一

神　田　朝　巳

江　原　　　弘

市　田　　　勝

田　中　光　一

笠　原　哲　子

田　中　敬　康

梅　澤　安　夫

野　口　良　二

眞　下　　　朗

落　合　繁　要

鈴　木　郭　生

飯　野　訓　生

鈴　木　　　茂

村内の農作物等への放射性物質調査結果について
●農産物等

（注）「〈○○」とは、検査機器で測定できる検出限界値（1.6～4.4ベクレル／
　  キログラム）未満であることを示します。

●空間放射線量

　東秩父消防団の平成２５年度辞令交付式が４

月１日、役場大会議室で行われ、３名の方に退

団辞令が、１名の方に入団辞令が交付されまし

た。

　総勢１０２名の新体制で、住民の信頼を心に

とめ、これからも地域の安全を守っていただく

ようお願いします。

笠　原　健　次

落　合　敏　男

宮　崎　義　明

関　根　秀　和

関　根　　　義

栗　島　明　生

萩　原　義　博

大　木　六　郎

福　島　勝　雄

吉　田　　　一

保泉　思郎・　田　富子・江原　三男

松　井　　　篤

鈴　木　　　充

根　岸　保　雄

野　口　則　男

　　田　一　男

梅　沢　太久夫・吉　田　敏　也

旭　雄一郎・朝比　　功・旭　　国彦

渡　辺　克　典



　

３
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
、
交
通

安
全
教
育
技
能
コ
ン
ク
ー
ル
県
大
会

が
４
月
10
日
に
さ
い
た
ま
市
の
プ
ラ

ザ
ウ
エ
ス
ト
さ
く
ら
ホ
ー
ル
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、

交
通
事
故
実
態
や
交
通
ル
ー
ル
、
交

通
安
全
活
動
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ

ス
等
を
内
容
と
し
た
交
通
安
全
教
育

に
つ
い
て
発
表
を
行
い
ま
す
。

　

本
村
の
交
通
安
全
関
係
団
体
は
、

小
川
警
察
署
管
内
の
代
表
と
し
て
、

ま
た
県
北
方
面
大
会
の
優
勝
チ
ー
ム

と
し
て
交
通
安
全
協
会
東
秩
父
支
部

の　

田
英
夫
さ
ん
（
皆
谷
）
、
交
通

安
全
母
の
会
の
渡
邉
泰
子
さ
ん
（
白

石
）、
交
通
指
導
隊
の
藤
川
浩
子
さ

ん
（
坂
本
）
の
３
名
が
出
場
し
ま
し

た
。
当
日
は
村
か
ら
も
多
く
の
方
が

応
援
に
駈
け
つ
け
、
水
戸
黄
門
一
同

に
扮
し
た
３
名
は
、
路
上
寝
込
み
等

に
よ
る
交
通
死
亡
事
故
に
つ
い
て
、

寸
劇
・
紙
芝
居
・
手
話
に
よ
り
わ
か

り
や
す
い
説
明
で
注
意
を
呼
び
掛
け
、

準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

第
13
回
交
通
安
全
教
育
技
能
コ
ン
ク
ー
ル
県
大
会

東
秩
父
村  

準
優
勝
！！

　

平
成
25
年
４
月
１
日
付
け
で
田
中

丈
偉
氏
（
坂
本
）
が
総
務
大
臣
か
ら

行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
住
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見

・
要
望
な
ど
を
聞
き
、
対
処
し
解
答

し
て
い
く
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
さ
ん
か
ら
よ
せ
ら
れ
た

意
見
を
も
と
に
行
政
運
営
の
改
善
に

も
努
め
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

田
中
丈
偉
氏
が
行
政
相
談
委
員
に
再
任

●
定
例
相
談
所　

毎
月
16
日（
土
日
・

祝
日
に
重
な
っ
た
場
合
は
そ
の
翌
日
）

●
場 

所　

役
場
中
会
議
室

問
合
せ 

総
務
課 　

 

82
‐
１
２
２
６

村長・村議会議長交際費公開
　今月は平成25年１月から３月に支出された交際費です。

　　日

１月　５日

１月　６日

１月　８日

１月１１日

１月１３日

１月１６日

１月１６日

１月２５日

１月２５日

１月２６日

１月２７日

１月２７日

１月３０日

２月　７日

２月１５日

２月１５日

２月１５日

２月２２日

３月１３日

村長交際費
　　　　件　　　　　　名

東秩父村交通指導隊・東秩父村駐在所連絡協議会合同新年会会費

比企郡市歯科医師会新年会会費

埼玉県小川和紙工業協同組合等紙業新年会会費

東秩父村花き研究会新年会会費

比企医師会新年会会費

東秩父村交通安全母の会新年会会費

東秩父村民生・児童委員協議会新年会会費

小川地方交通安全協会新春交通安全の集い会費

東秩父村商工会新春講演会及び初顔合わせの会会費

小川地方交通安全協会東秩父支部新年会会費

埼玉県薬剤師会東松山支部・小川支部合同新年会会費

東秩父猟友会新年会会費

比企郡町村議会議員研修懇親会会費

東秩父村第７回観光写真コンクール協賛金

固定資産評価審議会委員葬儀香典

固定資産評価審議会委員葬儀花環代

比企郡町村会懇親会会費

埼玉県知事との意見交換会会費

比企生花組合第4７回総会

　合　　　　　　　　計

金 　額

5,000

10,000

10,000

5,000

　10,000

5,000

5,000

10,000

3,000

10,000

10,000

3,000

4,000

30,000

5,000

8,000

10,000

8,000

3,000

154,000

（単位：円）

戦没者追悼式が行われました
　平成24年度戦没者追悼式が３月１９日に埼玉中央農業協

同組合東秩父支店２階でしめやかに営まれました。本村か

ら西南戦争以降に出兵され亡くなられた２２３柱の御霊を

追悼するため、ご遺族の方４８名が出席されました。足立

理助東秩父村社会福祉

協議会長をはじめ、多

くの関係者が言葉をさ

さげた後、参加された

方が献花を行い、式は

終了しました。出席者

はそれぞれの思いを胸

に感じて式に出席され

ていました。

　３月３１日、大内沢上ノ貝戸地区において、第８回花桃

まつりが開催されました。

　当日はあいにく小雨模様でしたが、花桃は満開に咲き誇

り、その鮮やかさは空をも染める勢いでした。

　子どもたちの太鼓による威勢の良い演奏に始まり、響き

の森奏友会の演奏、歌謡ショーや当日飛び入り参加のカラ

オケ大会、秩父音頭な

ど盛大に行われました。

　また、大内沢太鼓愛

好会の40周年を記念し

て花火が打ち上げられ

ました。参加者は花桃

の美しさとたくさんの

催し物に満面の笑みで東秩父村の良さを感じていたようです。

　　日

１月　５日

１月２６日

１月２７日

１月２８日

２月　２日

２月１６日

３月１３日

村議会議長交際費
　　　　件　　　　　　名　

東秩父村交通指導隊・東秩父村駐在所連絡協議会合同新年会会費

小川地方交通安全協会東秩父支部新年会会費

東秩父猟友会新年会会費

東秩父村第7回観光写真コンクール協賛金

東秩父写友会総会

東秩父消防団OB会総会・歓迎会

比企生花組合第4７回総会

　合　　　　　　　　計

金 　額

5,000

10,000

3,000

10,000

5,000

10,000

3,000

46,000

（単位：円）

第８回花桃まつり
　～色鮮やかな風景の中で～
第８回花桃まつり
　～色鮮やかな風景の中で～



東
秩
父
俳
句
会

白
石
短
歌
会

み
ど
う
の
杜
俳
句
会

にいちゃんのランドセル 城島 充／著　講談社
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陽
ざ
し
よ
く
峡
路
は
桃
の
花
ざ
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

旭　
　

青
草

行
く
川
の
水
面
や
春
の
彩
乗
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

梢
月

山
肌
を
淡
く
彩
る
山
桜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎
か
つ
代

花
の
雨
浄
土
に
送
る
七
七
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
田　

公
子

か
た
く
り
の
花
に
や
さ
し
く
沢
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　

笠
原　

勝
子

山
路
来
て
ピ
ン
ク
一
色
桃
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎　

昌
子

裏
作
の
名
残
一
枚
麦
は
穂
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

篠
澤　

ひ
こ

黄
砂
降
る
激
し
き
風
の
吹
き
渡
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

旭　
　

利
子

山
煙
る
一
枚
濡
ら
す
春
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
ま
さ
よ
し

巡
見
史
優
で
た
安
戸
の
山
ざ
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴
川　

次
作

初
白
蝶
盆
栽
棚
に
舞
ひ
来
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
屋　

寿
子

株
分
け
の
シ
ン
ビ
の
花
芽
膨
ら
め
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
根　

澄
江

春
風
や
も
ん
ぺ
は
き
替
へ
畑
仕
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

き
み

菜
の
花
を
は
し
置
き
に
し
て
蕎
麦
す
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
場　
　

芳

普
請
場
に
大
き
く
開
ら
き
福
寿
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
野　

ト
ヨ

帰
り
道
目
前
を
雉
子
横
切
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

好
子

草
の
無
く
畑
一
面
福
寿
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
西
カ
ナ
メ

猫
柳
つ
ま
み
て
見
れ
ば
柔
ら
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
口
利
江
子

一
人
居
の
夢
ふ
く
ら
ま
す
春
炬
燵

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鴇
田　

知
子

春
空
へ
響
け
と
尺
八
吹
き
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
野　

利
雄

葉
脈
の
真
赤
牡
丹
茎
立
ち
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　

美
子

可
愛
さ
の
玄
孫
の
守
は
幸
せ
を

与
え
て
く
る
ゝ
花
の
春
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉　

京
子

足
下
に
ほ
こ
ほ
こ
と
福
寿
草
侍
ら
れ
て

ピ
ン
ク
馬
酔
木
は
今
咲
き
誇
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
美
枝
子

薄
紅
の
踊
子
草
の
花
群
を

惜
し
み
つ
つ
引
く
農
の
務
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本　

美
江

庭
に
鳴
く
鶯
の
声
は
枝
垂
紅
梅
の
中

硝
子
戸
繰
れ
ど
百
路
に
届
か
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
石　

礼
子

選
挙
戦
感
謝
と
疲
れ
に
目
覚
む
れ
ば

白
石
山
は
雪
化
粧
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
阿
里
子

や
し
ゃ
ご

う　
　

め

　４月２日（火）４日（木）の２日間、小学生対象の春休

み・おりがみ教室が開催され、１８名の新１年生から新６

年生の子ども達が参加しました。

　今年も途中休憩をいれながら、楽しい雰囲気の中で折り

紙を使って制作し、出来上がった作品を色紙に貼り完成さ

せていました。この作品は和紙の里文化フェスティバル創

作美術展に展示しますのでぜひご覧ください。

きれいに折れたかな？
　　　　　　　　おりがみ教室＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜

　この本は槻川小学校に通う児童からの推薦です。

　ノンフィクション作家である城島充さんという方が、

さいたま市に、阪神淡路大震災で亡くなったおにいちゃ

んのランドセルを背負って学校に通う、とても元気な小

学生がいる家族を書いた物語です。

　たくさんの命を奪った自然の恐ろしさ、１５年の歳月

をかけて、残された家族はどんな思いと向きあってきた

のか。２人の子どもを亡くした

悲嘆は決して小さくならないけ

れど、新しく生まれた二つの命

をとおして、家族のありかたを

知り、皆で助け合い、癒しあい

前を向いて生きていく姿が描か

れています。もちろん、子ども

たちにぜひ読んで欲しい児童書

ですが、保護者にもぜひおすす

めします。

　

い
ろ

め
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シ　

リ　
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鈴 

木　

奏 

愛
ち
ゃ
ん

そ　

 

ら

締
切
り
は
５
月
７
日（
火
）

　

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
一
ヶ
月

が
過
ぎ
ま
し
た
。
学
校
や
職
場
で
は

緊
張
が
続
き
、
慣
れ
な
い
対
人
関
係

か
ら
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
る
五
月
病
と

い
う
言
葉
が
あ
る
く
ら
い
、
五
月
は

精
神
的
、
肉
体
的
に
負
荷
が
か
か
る

時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　

私
自
身
も
行
政
の
仕
事
に
就
い
た

時
に
は
、
人
権
教
育
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
図

書
館
、
婦
人
会
、
文
化
財
を
一
人
で

担
当
し
、
心
身
共
に
余
裕
の
な
い
日

々
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
慣
れ
な
い

仕
事
の
う
え
に
、
膨
大
な
書
類
が
机

の
上
を
占
拠
し
て
お
り
、
逃
げ
出
し

た
く
な
る
よ
う
な
毎
日
で
し
た
。

た
っ
た
一
言
が
や
る
気
を
起
こ
さ
せ
る

　

す
べ
て
が
嫌
に
な
り
か
け
て
い
た

頃
、
悩
ん
で
い
る
私
を
み
た
当
時
の

上
司
が
、
「
大
変
だ
ろ
う
け
れ
ど
頑

張
っ
て
く
れ
よ
な
」
と
声
を
か
け
て

く
れ
た
の
で
す
。

　

こ
の
一
言
が
ど
ん
な
に
励
み
に
な

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
疲
れ
切
っ
て

い
た
私
の
心
が
、
こ
の
一
言
で
癒
さ

れ
た
の
で
す
。  

　

涙
が
自
然
と
流
れ
た
。
そ
し
て
こ

の
上
司
の
一
言
を
機
に
、
慣
れ
な
い

仕
事
に
取
り
組
む
姿
勢
、
意
欲
が
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
上
司
に
出

会
え
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
大
き

な
財
産
で
す
。

　

私
は
、
上
司
の
一
言
か
ら
、
思
い

や
り
、
気
遣
い
、
心
配
り
の
必
要
性
、

言
葉
が
け
や
誉
め
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。 

こ
の
経
験
は
、
今

で
も
大
い
に
役
立
ち
、
プ
ラ
ス
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

児
童
生
徒
で
も
、
職
員
で
も
、
日

頃
か
ら
声
を
か
け
、
励
ま
し
、
賞
賛

す
る
こ
と
で
、
仕
事
や
勉
強
の
意
欲

に
つ
な
が
る
と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
こ
の
気
持
ち
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
明
る
く
楽
し
い
職
場
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

教
育
長　

根
岸　

敏
夫

生年月日　平成２３年５月１８日

　　　　　　　　　（大字皆谷）

お父さん：勝　博 さん

お母さん：愛優美 さん

　はじめまして。そらです。わた

しにはお姉ちゃんがいるの、いつ

もお姉ちゃんのまねをして、おし

ゃれをしたりおままごとをしてる

んだよ。たまにはケンカもしちゃ

うけど、お姉ちゃんが大好きなん

だ

　石を拾って遊ぶのが好きで、お

家の中にもってきちゃうから、マ

マがかたづけるのが大変なんだっ

て

25

平
成　

年
度
中
学
生
海
外
派
遣
団
員
を
募
集
し
ま
す

中
学
生
海
外
派
遣
事
業

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

中
学
生
海
外
派
遣
事
業

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

　

村
で
は
今
年
度
で
13
回
と
な
る
中

学
生
海
外
派
遣
事
業
の
派
遣
団
員
を

中
学
２
年
生
を
対
象
に
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

す
で
に
対
象
と
な
る
生
徒
に
は
、

４
月
18
日
に
中
学
校
に
お
い
て
説
明

会
を
開
催
し
、
応
募
要
領
等
を
配
布

し
ま
し
た
。
事
業
内
容
や
応
募
方
法

等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

派
遣
日
程　

８
月
20
日
（
火
）
〜  

　
　
　
　
　

28
日
（
水
）
の
９
日
間

派
遣
国　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

内　

容 

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
（
４
泊
）

　

学
校
訪
問
・
授
業
体
験

　

文
化
教
育
施
設
等
の
視
察
研
修

　

事
前
研
修
〜
派
遣
報
告
書
の
作
成

応
募
対
象
者　

村
内
在
住
で
中
学
校

第
２
学
年

参
加
費
用　

参
加
者
負
担
金
10
万
円

そ
の
ほ
か
渡
航
手
続
き
等
の
費
用
や

任
意
保
険
料
、
諸
雑
費
な
ど
が
個
人

負
担
と
な
り
ま
す
。

応
募
方
法　

５
月
７
日
（
火
）
ま
で

に
、所
定
の「
派
遣
志
願
書
」、保
護
者

の「
承
諾
書
」お
よ
び「
作
文
」（
原
稿

用
紙
３
枚
以
上
）
を
中
学
校
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
作
文
の
テ
ー
マ
は
、

海
外
派
遣
に
参
加
す
る
理
由
や
抱
負
、

ま
た
、
こ
の
体
験
を
将
来
ど
の
よ
う

に
生
か
し
て
い
き
た
い
か
な
ど
で
す
。

選　

考　

作
文
の
内
容
な
ど
に
よ
り

派
遣
内
定
者
を
決
定
し
、
本
人
に
通

知
し
ま
す
。
た
だ
し
、
内
定
者
は
数

回
の
事
前
研
修
の
終
了
後
に
正
式
な

団
員
と
な
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
途
中

団
員
側
の
理
由
に
よ
り
参
加
で
き
な

く
な
っ
た
場
合
は
、
お
預
か
り
し
た

参
加
者
負
担
金
を
返
却
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
事
務
局 

　
　
　
　
　
　

  　
　

82-

１
２
３
０



自動車税は役場で納めましょう

産業建設課82ー1222・82ー1223・教育委員会82ー1230・保健センター82ー1557・地域包括支援センター82ー1116

５
月
は
軽
自
動
車
税
・
固
定
資
産
税
第
１
期
の
納
期
で
す

　　　日本脳炎予防接種のお知らせ
　平成２３年５月２０日付で予防接種法施行令が改正され、平成１７年度から

平成２１年度の間に定期予防接種の差し控えにより、予防接種の機会を逃した

方々への接種時期が緩和されました。

　これにより、平成７年４月２日～平成１９年４月１日までの間に生まれた方

で１期・２期の接種が終了していない方は２０歳未満までの間、接種を受ける

ことができます。

　希望される方は保健センターへお問い合わせください。

接種回数

　●１期接種を一度も接種していない場合

　　◎１期初回接種は６日～２８日の間隔をおいて２回接種

　　１期追加接種は１期初回終了後、おおむね１年（１１ヵ月～１３ヵ月）の

　　間隔をおいて１回接種

　●１期初回接種・１期追加接種が不十分な場合は、６日以上の間隔をおいて、

　　残りの回数を接種してください。

　●２期接種は、１期接種を終了した９歳以上の方が接種を受けられます。

　※９歳以上の方が２期を接種する場合、１期終了後６日以上の間隔をおけば

　　実施できることとしていますが、通常、１期接種終了後、おおむね５年の

　　間隔をおいて接種するもので、この間隔を参考にすることが望ましいとさ

　　れています。

お問合せ　保健センター 　８２－１５５７

 小児慢性特定疾患医療給付の継続申請の受付を開始します
対　　象　現在受給者証をお持ちで引き続き治療が必要な２０歳未満の方

期　　間　５月１０日（金）～６月１４日（金）まで

場　　所　東松山保健所

必要書類　申請書、医療意見書、生計中心者の所得税関係証明書など

　　　　　※申請に必要な書類は郵送されます。

問 合 せ　　 ２２－０２８０

         憲法記念無料法律相談会
　法律相談でお悩みではありませんか？弁護士が無料で相談に応じます。年１

回の開催ですので、ぜひ、この機会にご来場ください。

日　時　５月１１日（土）午前１０時～午後１時（受付は１２時３０分まで）

場　所　熊谷市立商工会館 ２階

相談員　埼玉県弁護士会熊谷支部所属弁護士

問合せ　埼玉県弁護士会熊谷支部 　０４８－５２１－０８４４

　　　１０月末までクールビズで勤務します
　村では、地球温暖化対策や節電対策として、クールビズ（夏の軽装）に取り組

みます。

　今年度は省エネや節電に対する意識の向上や取り組みの強化を図るため、例年

より１ヶ月前倒しをして、５月１日から１０月３１日までの間、「ノーネクタイ」

「ポロシャツの着用」等の軽装で勤務します。ご理解ご協力をお願いします。

　　　　 平成２５年国民生活基礎調査
　東松山保健所では、大字白石地区で保健、医療、福祉等の国民生活の基礎的事

項を把握する国民生活基礎調査を実施します。

　この調査は国民生活の実態を把握し、皆さんの暮らしに関わる対策の基礎資料

に使われるものです。５月頃より調査員が伺いますので、ご協力をお願いいたし

ます。　　　　　　　　　　　　　　  問合せ　東松山保健所　 ２２－０２８０　

自動車税は役場で納めましょう
　５月は自動車税の納期です。

　本年も５月１日から５月３１日ま

での全期間を通じて、役場で納税が

できます。

●平日

　午前８時３０分～午後５時１５分

●土曜、日曜、祝祭日

　午前９時～午後４時

休日の場合は日直の担当者が収納し

ますので、つり銭のないようにお願

いします。また、自動車税以外は対

応できませんのでご了承ください。

※自動車税全般に関すること、住所

変更・納付書紛失などの連絡、納税

状況の確認などについては、自動車

税コールセンター(　 050‐3786‐

1222)にご連絡ください。

問合せ　 ８２－１２２４

６月１日は「人権擁護委員の日」

　人権擁護委員は、自由人権思想の普

及高揚に努めることを使命とし、市町

村長から推薦された委員を法務大臣が

委嘱します。

　東松山人権擁護委員協議会では、

「人権擁護委員の日」の行事として、

人権に関する特設人権相談所を開設し

ますので、ぜひご利用ください。

　相談は無料で秘密は厳守します。

日　時　６月３日（月）

午前１０時～午後３時

場　所　役場１階　中会議室

担　当　人権擁護委員

問合せ　東松山人権擁護委員協議会

　　　　事務局　 ２２－０３７９

　　　　総務課　 ８２－１２２６

労働保険料並びに一般拠出金の
　　　申告・納付について

　平成２５年度の労働保険（労災保険

・雇用保険）年度更新及び石綿健康被

害救済法の一般拠出金の申告・納付は

６月３日から７月１０日までです。

　期間中お早めに、５月末に発送しま

す申告書・納付書を、同封されている

パンフレット（申告書等の記入方法）

などを参考に作成のうえ、手続を行っ

てください。

問合せ　埼玉労働局労働保険徴収課

　０４８－６００－６２０３



※記事の問い合わせは　総務課82ー1226・82ー1254・税務課82ー1224・住民福祉課82ー1221・保健衛生課82ー1777

納
税
は
便
利
で
安
全
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　　　            ５月の在宅当番医　
◎診療時間：午前9時～午後5時

＊診療科目以外の受診については、他の医療機関を紹介することもあります。
 受診する際には、医療機関に電話連絡をしてください。

心配ごと相談・行政相談
　合同相談所の開設

　日常生活でお困りの人は、相談所
を開設しますので、おでかけくださ
い。相談は無料で秘密厳守のうえ受
け付けています。
日　時　５月１６日（木）
　　　　午後１時～３時まで
場　所　役場１階　中会議室
問合せ　社会福祉協議会　 82-1238
　　　　役場総務課　　　 82-1226

農地を農地以外に使用する場合は許可が必要です！

   ３日　武蔵嵐山病院（内科）　　　　　　　　　　嵐山町　　　62-7282
   ４日　宏仁会小川病院（内科）　　　　　　　　　小川町　　　73-2750
   ５日　瀬川病院（内科、外科）　　　　　　　　　小川町　　　72-0328
   ６日　埼玉成恵会病院（内科・外科・整形外科）東松山市　　　23-1221
１２日　樺澤内科医院　　　　　　　　　　　　　東松山市　　　23-5813
　　　　（内科・小児科・循環器科・呼吸器科）
１９日　木下医院（内科・外科・小児科）　　　　　小川町　　　72-0375
２６日　野崎クリニック（内科・外科・整形外科）　嵐山町　　　61-1810

　　　　　  第１８回 歯の健康祭り

　本年も比企郡市歯科医師会主催、小川町共催で、小川町総合福祉センター

「パトリアおがわ」にて「第１８回歯の健康祭り」が６月２日（日）午前１０

時から正午まで開催されます。当日は歯の検診、歯磨き指導、フッ素塗布など

が行われるほか、エプロン人形劇や空飛ぶ風船など数々のイベントも催されま

す。また「親と子のよい歯のコンクール」「８０２０よい歯のコンクール」

「むし歯予防のポスターコンクール」が開催されます。

　「８０２０よい歯のコンクール」は、８０歳になっても自分の歯を２０本以上

保ち、健やかな生活を楽しもうという『 ８０２０運動 』の推進を目的に実施す

るものです。また、「親と子のよい歯のコンクール」は、幼児（３才～就学前）

とその父親または母親が、健康な歯と健康な歯周組織を保ち穏やかな生活を送

る親子を表彰します。歯の健康に自信のある方は奮ってご応募してください。

●「８０２０よい歯のコンクール」

応募資格　８０歳以上で自分の歯が２０本以上あり健康で、６月２日（日）の午

　　　　　前１０時から正午に小川町総合福祉センター「パトリアおがわ」に

　　　　　お越しいただける方

●「親と子のよい歯のコンクール」

応募資格　歯の健康に自信のある幼児（３才～就学前）とその父親または母親

　　　　　で、６月２日（日）午前１０時から正午に小川町総合福祉センター

　　　　  「パトリアおがわ」にお越しいただける方

応 募 先　５月１７日（金）までに保健センターまでご応募ください

問 合 せ　保健センター　　８２－１５５７

　　　　　乳 幼 児 健 康 診 査

日　時　５月２１日（火）午後１時～１時３０分受付

場　所　保健センター

対象者　３～４か月児：平成25年１月１日～平成25年２月28日までの出生児

９～10か月児：平成24年７月１日～平成24年８月31日までの出生児

１歳６か月児：平成23年９月13日～平成23年11月21日までの出生児

２歳６か月児：平成22年９月13日～平成22年11月21日までの出生児

３歳６か月児：平成21年９月13日～平成21年11月21日までの出生児

持ち物　３～４か月児・９～１０か月児＝母子手帳、問診票

　　　　１歳６か月児・２歳６か月児・３歳６か月児＝母子手帳、問診票、

　　　　普段使っている歯ブラシとコップ

☆対象者には通知します。

問合せ　保健センター  　８２－１５５７

埼玉県精神科救急情報センター
　夜間・休日において、精神疾患を有
する方や、そのご家族などから緊急的
な精神科医療相談を電話にて受け付け
ています。
　相談内容から、適切な助言を行い、必
要に応じて医療機関の紹介を行います。
受付時間  平日（月～金）

午後５時～午前８時３０分
休日（土日、祝）
午前８時３０分

　　　　　　　　～翌朝８時３０分
対　　象　埼玉県在住の方
問 合 せ 　　０４８－７２３－８６９９

　創業相談のお知らせ
　専門のアドバイザーが、創業に関す
る様々な質問や相談に応じます。事業
計画書作成、融資制度、会社設立、会
計・税務など何でもご相談ください。
相談時間　月～土曜日
　　　　　午前９時から午後５時
　　　　 （年末年始・祝日を除く）
費　　用　無料
予約・問合せ
創業・ベンチャー支援センター埼玉
　 ０４８－７１１－２２２２
http://www.saitama-j.or.jp/sogyo/

みんなの道路をみんなできれいに！
彩の国ロードサポート団体募集中！
　県では、県道など歩道で清掃や花植

えを行う地域住民・学校・企業などの

ボランティア団体を募集しています。

また、ボランティアで花植えを行う団

体に花苗等を支援（年間４万円相当）

していただける企業も募集しています。

　活動団体に対し県と地元市町村が、

表示板の設置、ボランティア保険の加

入、用具の提供、収集後のゴミ処理を

行います。また、支援企業に対しては、

支援表示板の設置などを行います。詳

しくは、県道路環境課　 048－830－

5103までお問合せください。



世帯と人口
世　帯　 1 , 1 1 4
人 　口　 3 , 2 8 0
　 男　　 1 , 6 4 7
　 女　　 1 , 6 3 3

転 入  1 1   転 出  11
出 生   1 　 死亡   5

※世帯と人口は４月１日現在、
その他は３月中のうごきです。

３月中の人口動態

問合せ　産業建設課　 ８２－１２２２　

　今年も和紙の里文化フェスティバルを開催します。手づくりふるさとマーケットや演奏会
など盛りだくさんのメニューです。ぜひご来場ください！！

●期　間　５月18日（土）・19日（日）の２日間　●会　場　東秩父村和紙の里

●１８日　第１２回ふるさと響きまつり（１日目）　正午（１２：００）～午後４時
　　　　　 （太鼓演奏、消防音楽隊、フラダンス、太極拳、３Ｂ体操、民謡、コーラス、獅子舞、太極拳、ジャンベ演奏）

　　　　　  ○そば打ち＆タペストリー作り体験教室（要予約）参加費：1,500円　午前10時～午後1時30分

　　　　　  ○和紙で作ろう！うちわ作り体験　○交通安全ＰＲコーナー

●１９日　第１２回ふるさと響きまつり（２日目）　午前１０：００～午後４時
　　　　　 （纏（まとい）練り行列、獅子舞、交通安全PR（寸劇）、奏友会演奏、太鼓祭、小川剣友会道場演武）

　　　　　  ○盆栽展示交換会　○ストラックアウト

●２日間を通しての催し物
　　　　　  ○お茶席　○和紙フラワー教室 　○アメリカンフラワー教室

　　　　　  ○ミニ凧を飛ばそう　 ○折り紙教室　○木版画の実演と体験　

　　　　　  ○草花あそび　○郵便局出前コーナー　○手作りの会　

　　　　　  ○荒縄製作工房　○写真作品展　　　　　  　

問合せ　フェスティバル事務局　 ８２－１２２６（役場総務課内）東秩父村和紙の里　 ８２－１４６８（会場）

◎和紙の里創作美術展　　　　　◎紙すきの実演と体験　　
◎村内ふるさと市　　　　　　　◎みどうの杜入所・通所者作品展
◎手づくりふるさとマーケット＆比企B級グルメ

　３月１２日（火）にアメリカのＣＢＳテレビのルーシー・ク

ラフト氏が日本の給食について、東秩父中学校へ取材に来ま

した。

　アメリカの新聞、ワシントンポスト紙に、日本の給食の特集

が組まれており、学校給食制度が児童・生徒の肥満問題に歯止

めをかけることや給食の献立が健康食であること等に関心が高

まり、アメリカと日本の学校給食の違いや日本の給食システム

を伝えるため、ＪＥＴ（外　

国人講師）のカール先生が

取材を受けました。

　当日のメニューは、肉汁

うどん、あんまん、野菜ソ

ティーと牛乳で、取材に来

たルーシー・クラフト氏も

日本の給食をおいしそうに

試食していました。

ーアメリカＣＢＳテレビが中学校へー
　　　　　　　　『学校給食の様子を撮影』

　現在、村内等で発注されている道路工事等です。

ご迷惑をお掛けいたしますが、ご理解ご協力をお願いいたします。

県発注工事
・社会資本整備総合交付金（維持）工事（大内沢工区）その２【大内沢地内】

・社会資本整備総合交付金（維持）工事（大内沢工区）その１【大内沢地内】

・社会資本整備総合交付金（維持）工事 （皆谷工区）【皆谷地内】

・２４森林管理道勝呂入山線改良工事　　【安戸地内】

村発注工事等　なし

土木工事等のお知らせ

　３月２８日、城山保育園にて平成２４年度卒園式が行われ、７名の園児が卒園しま

した。自分ですいた和紙の卒園証書をしっかりと受け取るわが子の大きくなった姿に

感動し、涙する保護者も多くいました。お別れの歌や記念品授与などを行い、最後は

在園児・先生みんなと握手をし、お別れをしました。

   「卒園してもまた遊びに来てください」という先生の言葉に、嬉しそうに笑った園

児たち、みんな元気に卒園でき、この４月からは新しい槻川小学校に通っています。

みんなありがとう！城山保育園卒園式

　第28回和紙の里文化フェスティバル
　　　　　　－新緑彩る村の手づくりまつり―
　第28回和紙の里文化フェスティバル
　　　　　　－新緑彩る村の手づくりまつり―
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